
デジタル人材育成・確保の取組
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北海道デジタル人材育成推進協議会

１９

主な取組

【取組2】 デジタル人材育成機能の強化

（1）カリキュラムの強化

①「既存PBLケースバンク」の設置、大学・高専PBLニーズと企業課

題等のマッチング

②大学等におけるデジタル関連の教育プログラムの強化 など

（2）大学等への実務家教員派遣の仕組みの構築

①実務家教員派遣希望に対する企業マッチングの実施

②実務家教員による講義の動画コンテンツの制作 など

（3）道内企業（社会人）のリカレント教育の推進

・リカレント教育・既存人材育成メニューの情報発信 など

【取組3】 道内企業への就職促進

（1）道内学生と企業との接点拡大の取組

・「教員×企業」・「学生×仕事」・「学生×経営者」ほっかいど

うデジタル人材 【つなぐ】 就職促進パッケージの実施

①教員向け合同企業説明会「教員×企業」

②実践的インターンシップ「学生×仕事」

③焚火トーク「学生×経営者」

・北海道大学実施のプログラムとの連携 など

（2）道内情報系学生の就職先動向調査で把握したデータ

をもとに道内人材確保策を検討

 北海道経済産業局は、産業界、教育機関、行政機関等で構成する「北海道デジタル人材育成推進協議会」を2023年3月に

設置しました（地域ブロックでは全国唯一）。

＊本会議（第1回：同年3月14日）、ワーキンググループ（WG）会議（第1回：同年7月28日、第2回：同年12月13日）

 本協議会では、デジタル田園都市国家構想で掲げる、2026年度末までにデジタル人材230万人育成に寄与するために、北海

道から優秀なデジタル人材を数多く輩出するとともに、今後の道内デジタル産業の発展のためにこれら人材の地元就職も強化し

ていきます。

 こうした取組は、教育界と産業界が目線を合わせて協議・検討しながら進めています。

【取組1】 デジタル人材のターゲティングとカリキュラムの検討

「産業界が求める人材」と「教育界が育てる人材」のマッチング及び本協議会で扱うデジタル人材像の設定
双方人材像・ニーズの

適合性の確認・可視化・調整

【取組4】 参画機関のネットワーク強化・提供プログラムの相互活用



課題解決DXコンソーシアム運営委員会

２０



デジタル産業集積の推進
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国の政策等との連携

２２



本道のデジタル関連産業の集積と全道への展開

２３


